
戸
籍
用
紙

「
族
称
棟
」

族
称
文
字
の
削
除

五田三二一

は
じ
め
に

戸
籍
用
紙
の
族
称
記
載

戸
籍
用
紙
「
装
称
」
文
字
の
削
捺

「
族
称
」
文
字
削
誌
の
意
義
と
世
論

結
び
に
か
え
ては

じ
め
に

ω
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
、
公
卿
と
諸
侯
は
華
族
と
称
す
る
こ
と
に
な

り
、
家
臣
は
士
族
か
卒
を
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
明
治
五
年
に
な
り
、
卒
の
う
ち
、

引
叫

世
襲
の
者
は
士
族
に
、
新
境
一
代
限
り
の
者
は
平
民
籍
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
さ
れ
た
)
。
こ
の

華
土
族
を
除
く
一
一
般
届
民
を
平
民
と
称
し
た
。
こ
の
華
族
・
士
族
・
平
民
が
族
称

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
族
籍
と
か
身
分
と
も
称
し
た
。
た
だ
し
、
華
装
と
士
族
を

族
称
と
す
る
と
い
う
法
令
は
あ
っ
た
が
、
平
民
が
族
称
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
法

令
は
な
か
っ
た
の
で
、
平
氏
が
果
た
し
て
族
称
で
あ
る
の
か
ま
た
は
単
な
る
呼
称

で
あ
る
の
か
が
、
後
に
な
っ
て
争
わ
れ
た
。

7こ(6)
が (2)

華
族
は
華
族
と
し
て
の
特
権
を
昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
ま
で
持
っ
て
い

士
族
の
特
権
は
時
の
推
移
と
と
も
に
な
く
な
り
、
昭
和
に
入
る
と
士
族
の

井

博

史

戸

田

族
称
は
春
名
無
実
と
な
っ
た
。
士
族
の
族
称
に
は
身
分
的
あ
る
い
は
経
済
的
な
特

権
を
拝
う
も
の
で
は
な
く
な
り
、
士
族
も
平
民
も
国
民
と
し
て
は
均
一
北
さ
れ

た
。
士
族
と
か
平
氏
と
か
の
族
称
を
明
示
す
る
こ
と
に
、
格
別
加
の
意
義
は
な
く

な
っ
た
が
、
法
制
的
に
は
華
族
・
士
族
・
平
民
辻
い
ず
れ
も
装
訴
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
明
治
四
年
戸
籍
法
以
来
、
明
治
三
二
年
戸
籍
法
の
「
族
称
競
」
に
お
い
て
も
華

族
・
士
族
・
平
民
の
そ
れ
ぞ
れ
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

51 

明
治
四
一
年
(
一
九
O
入
)
と
同
四
二
年
(
一
九
O
九
)
に
貴
族
院
で
、
こ
の
族
称

記
載
は
「
無
用
ノ
労
費
一
で
あ
り
、
「
事
務
ノ
簡
捷
」
の
た
め
、
「
一
半
民
ノ
称
ヲ
記

載
セ
シ
ム
ル
ノ
制
ヲ
廃
シ
一
「
族
称
ノ
記
載
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
華
族
士
族
一
一
限
」

る
と
い
う
「
平
民
ノ
称
記
一
一
関
ス
ル
建
議
案
」
と
一
族
称
ノ
記
載
一
一
関
ス
ル
法
律

案
」
が
審
議
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
西
二
年
(
一
九
O
九
)
の
衆
議
院
に
、
「
士
族
平
民

ノ
称
ハ
何
等
ノ
効
モ
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
有
害
無
益
テ
ア
ル
、
故
ニ
士
族
平
氏
ノ

祢
ヲ
全
露
ス
ル
ガ
宜
イ
」
と
す
る
「
士
族
及
平
民
ノ
称
号
ニ
関
ス
ル
請
願
」
が
提

出
さ
れ
た
。
貴
族
院
の
建
議
案
と
法
律
案
は
い
ず
れ
も
激
論
の
末
否
決
さ
れ
た

が
、
衆
議
院
の
請
願
は
採
択
さ
れ
た
。

ω
大
正
三
年
(
一
九
一
回
)
に
、
明
治
一
二
年
戸
籍
法
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

法
律
第
二
六
号
と
し
て
戸
籍
法
が
制
定
さ
れ
た
(
以
下
「
大
正
三
年
戸
籍
法
」
と
い



う
)
。
前
述
の
明
治
西
一
一
年
、
四
三
年
の
族
称
を
め
ぐ
る
論
争
の
こ
と
も
あ
り
、
大

正
三
年
戸
籍
法
で
は
、
族
称
轄
に
華
族
・
士
族
は
記
載
す
る
が
、
平
民
は
記
載
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
(
第
一
八
条
第
三
号
、
第
四
号
)
。
こ
の
こ
と
は
、
平
員
と
い

う
族
籍
・
族
訴
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
「
華
士
族
ナ
ル

言
ノ
記
載
ナ
キ
ト
キ
ハ
総
テ
平
員
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
記
載
ヲ
省
略
シ
タ
ル
ニ
過
キ
サ

命
必

ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
大
正
三
年
一
戸
籍
法
と
族
称
問
題
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
)
。

大
正
一
二
年
(
一
九
二
三
)
に
な
る
と
、
衆
議
院
に
「
因
襲
打
破
ニ
関
ス
ル
建
議

案
」
が
提
出
さ
れ
た
。
未
解
放
部
落
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
「
士
族
平
民
ノ
族
籍
上
ノ

差
別
ヲ
廃
」
す
る
こ
と
が
建
議
さ
れ
た
。
「
土
族
を
廃
し
、
華
族
を
屠
り
、
延
い
て

は
皇
族
の
尊
薮
ま
で
犯
し
奉
ら
ん
と
す
る
徒
輩
の
謀
策
な
り
」
と
の
反
対
も
あ
っ

た
が
、
同
年
三
月
二
五

5
の
特
別
委
員
会
で
は
「
頻
ル
接
宜
一
一
適
シ
タ
案
」
と
し

て
、
こ
の
建
議
案
は
満
場
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
同
年
三
一
月
二
七
日
に
、

こ
の
特
別
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
き
、
衆
議
院
本
会
議
は
本
建
議
案
を
決
議
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
族
お
よ
び
平
民
の
族
称
を
廃
止
す
る
と
い
う
法
令
等
の

公
布
は
な
か
っ
た
(
こ
れ
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
)
。

同
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
)
六
月
一
三
日
に
、
戸
籍
法
施
行
細
期
付
録
第
一

号
様
式
が
改
正
さ
れ
、
戸
籍
尾
紙
の
「
族
称
横
」
か
ら
「
装
称
」
と
い
う
文
字
は

予
め
印
崩
し
な
い
こ
と
に
す
る
と
の
民
事
昆
長
通
農
が
出
さ
れ
た
。
族
称
と
い
う

文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
空
舗
に
、
大
正
三
年
戸
籍
法
第
一
八
条
第
三
号
ど
う

り
、
華
族
士
族
の
場
合
は
そ
の
旨
を
記
載
し
、
平
民
は
記
載
し
な
い
。
そ
の
点
で

は
、
大
正
三
年
戸
籍
法
の
原
則
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

mw

本
稿
は
、
昭
和
二
二
年
(
一
九
二
一
八
)
の
族
称
文
字
の
削
除
が
、
何
故
に
こ

の
時
期
に
、
誰
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
実
現
し
た
の
か
、
世
一
評
は
如
何
で
あ
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
姿
料
を
紹
介
す
る
こ
と
を
巨
的
と
し
て
い
る
。

戸
籍
用
紙
の
族
称
記
載

山
戸
籍
用
紙
の

治
四
年
戸
籍
法
(
明
治
四
年
四
月
四
日
太
政
官
布
告
第
一
七
O
)
は
、
従
前
の
族
属
別

戸
籍
方
式
を
改
め
、
居
住
地
を
基
準
に
皇
親
を
除
く
全
国
民
を
「
戸
」
を
単
位
と

し
て
編
製
し
た
地
域
別
・
国
民
統
一
戸
籍
法
で
あ
っ
た
。
同
法
の
職
分
表
(
第
二

「
族
称
欄
」

に
つ
い
て
、
以
下
に
若
干
述
べ
て
お
こ
う
。
明

号
区
内
職
分
表
式
)
に
よ
れ
ば
、
官
員
、
兵
縁
、
華
族
、
士
族
、
卒
、
調
官
、
憎

信
、
農
、
工
、
高
、
雑
業
の
一
一
種
を
あ
げ
て
い
る
。
開
法
で
は
、
華
族
・
士
族

・
平
民
生
寸
の
族
籍
と
職
業
が
混
同
さ
れ
た
状
況
に
あ
っ
た
。
国
民
の
族
籍
は
、

「
華
族
土
族
卒
農
工
高
」
生
す
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
族
籍
(
身
分
)
と
職
業
(
職

分
)
の
分
離
、
族
籍
の
整
理
が
行
わ
れ
、
徐
々
に
華
族
・
士
族
・
平
民
の
三
族
籍

に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
記
載
す
る
様
式
と
し
て
、
明
治
四
年
戸
籍
法
は
「
第
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i
明
治
五
年
壬
中
戸
籍
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四
号
戸
籍
書
式
」

を
規
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
戸
籍
様
式
に
つ
い
て
詳
細
に
定

沼
紙
も
全
詩
的
に
二
疋
で
な
く
、

め
ら
れ
て
い
ず

明
治
一
九
年
一
戸
籍
法
人
け
ま
で

戸
籍
様
式
は
不
統
一
で
あ
っ
た
。
族
称
一
記
載
の
実
例
を
若
子
示
し
て
お
こ
う
。

(2) 

明
治
四
年
戸
籍
法
が
年
と
と
も
に
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て
き
た
た

め
、
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)
に
、
①
一
戸
籍
法
中
出
生
死
去
出
入
及
寄
留
芋
話

出
方

(
内
務
省
令
第
一
九
号
)
、
②
「
戸
籍
取
扱
手
続
」

(
同
第
一
一
一
今
日
三
、

③ 

「
一
戸
籍
註
記
書
式
」例

制

治
一
九
年
戸
籍
法
令
」
と
総
称
す
る
)

c

(
同
省
議
ム
ロ
第
二

C
u
Z
が
公
布
施
行
さ
れ
た

(
こ
れ
ら
を
「
照
的

戸
籍
取
扱
手
続
は

次
に
掲
げ
る

「
戸
籍
用
紙
雛
形
第
二

を
規
定
し
た
c

右

端
下
段
の

「
比
横
内
ニ
ハ
身
分
ヲ
一
記
ス
一
と
あ
る
繍
に
、
華
族
・
上
族
・
一
千
誌
の
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い
ず
れ
か
の
族
称
を
記
載
し
た
。

戸
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な
お
実
例
を
一

つ
示
し
て
お
こ
う
。

毒
・宝L

(3) 

の
民
法
制
定
に
拝
っ
て

「
戸
籍
法
」

(
法
律
第

明
治
二
二
年
(
一
八
九
八
)

一
二
号
、
以
下
「
明
治
二
三
年
戸
籍
法
」
と
い
う
)
と
-
戸
籍
法
取
扱
手
続
」

訓
令
第
五
号
〉
が
新
し
く
公
布
掩
行
さ
れ
た
。

(
司
法
省

こ
れ
に
よ
り
、

明
治
四
年
戸
籍
法

と
明
治
一
九
年
戸
籍
法
令
は
亮
止
と
な
っ
た
。
戸
籍
法
取
扱
手
続
(
第
二
条
)
は
、

付
録
第
二
号
と
し
て
次
の
戸
籍
用
紙
を
定
め
た
。

戸
籍
用
紙
の
戸
主
欄
の
右
側

「
族
称
横
」

に
族
称
を
記
載
し
た
。

な
お
、
家
族
が
戸
主
と
族
称
を
異
に
す
る
場

前
鎌

". 

滋戸

籍

事尊

何
市
何
町
村
戸
籍
役
場

竪

八
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合
(
戸
籍
法
第
一
七
六
条
第
二
号
但
書
)
、
例
え
ば
華
族
の
家
族
が
処
刑
に
よ
っ
て
族

称
を
喪
失
し
平
民
と
な
っ
た
場
合
は
、

戸
籍
中
家
族
の
氏
名
欄
に
適
当
な
区
画
一
を

設
け
て
こ
こ
に

「
平
民
」

と
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(4) 

大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
三
月
に
明
治
一
二
年
戸
籍
法
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

怨

翌
四
年
一
月
一
口
か
ら
施
行
さ
れ
た
(
こ
れ
を
一
大
正
二
一

に
一
戸
籍
法
が
公
布
さ
れ
、

年
戸
籍
法
」
と
い
う
)
。
明
治
二
二
年
戸
籍
法
が
身
分
登
記
簿
と
戸
籍
簿
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
の
を
、
新
戸
籍
法
は
身
分
登
記
簿
を
廃
止
し
て
記
載
事
項
を
精
細
に

し
た
戸
籍
簿
の
み
と
し
た
。
大
正
三
年
戸
籍
法
第
一
八
条
第
二
一
号
は
、

「
戸
主
カ

華
族
又
ハ
士
族
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
族
称
-

を
記
載
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ

ち
、
平
民
は
あ
え
て
平
民
と
記
載
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

な
お
、
第
四
号
は

「
家
族
カ
戸
主
ト
族
称
ヲ
異
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
其
族
幹
」

を
記
載
す
る
と
規
定
し

た
。
こ
の
場
合
は
、

戸
籍
中
家
族
の
氏
名
欄
に
適
当
な
区
画
を
作
り
、
そ
の
族
称

を
記
載
し
た
。

戸
籍
用
紙
「
族
称
」
文
字
の
削
除

十す

「
族
称
」
文
字
削
除
の
通
牒

(1) 

昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
)
六
月
一
一
一
一
日
に
、
司
法
省
民
事
局
長
は
、
戸
籍

事
務
を
監
督
す
る
区
裁
判
所
の
上
級
統
督
機
関
で
あ
る
地
方
裁
判
刊
所
所
長
あ
て

に
、
戸
籍
用
紙
の
様
式
に
関
す
る
通
牒
を
発
し
た
(
民
事
甲
第
七
一
一
一
一
号
、
資
料
①
参

費
三
戸
籍
法
擁
行
縮
副
知
付
録
第
一
号
様
式
に
戸
籍
用
紙
の
戸
主
横
十
七
側
下
に

族

称
欄
」
が
あ
る
。
こ
の

一
族
称
欄
」

に
あ
る

「
族
称
一
と
い
う
二
文
字
を
印
刷
し

な
い
で
予
め
削
除
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
(
族
称
と
い
う
一
一
文
字
が
印
崩
済
み
の

現
存
戸
籍
用
紙
ば
適
宜
掠
出
の
う
え
使
用
す
る
)
。

明
治
二
二
年
戸
籍
法
で
は

「
族
称
模
」

に
華
脹
・
土
族
・
平
民
の
い
ず
れ
か

の
族
称
を
記
載
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
正
三
年
戸
籍
法
で
は
、

一
義
称
欄
」
に

華
族
と
士
族
は
そ
の
族
称
を
記
載
し
、

平
民
は
平
民
と
書
く
必
要
は
な
く
な
っ

た
。
昭
和
一
二
一
年
(
一
九
こ
ろ
に
な
り
、
大
正
二
年
一
戸
籍
法
の
族
称
記
載
に
関
す

る
第
一
八
条
第
三
号
、
第
四
号
自
体
は
改
正
さ
れ
た
の
で
は
な
い
が
、

戸
主
欄
中

の

「
族
称
棟
一

の
叢
称
文
字
は
今
後
部
崩
せ
ず
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
第
一
八
条
第
三
号
の
場
合
は
、

華

族
称
文
字
が
削
除
さ
れ
た
空
繍
に

族
一
ま
た
は

士
族
」
と
記
載
し

同
第
四
号
の
場
合
同
家
族
欄
の
氏
名
欄
中

に
山
内
様
の
空
槙
を
設
け
て
「
平
民
」
と
一
記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
資
料
舎
の
部
紙

戸
籍
用
紙
を
参
黒
)
。

(3) 

主
お
、
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
)
六
月
一
三
日
の
「
族
称
」
文
字
削
除
通

蝶
に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
疑
義
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち

①
戸
籍
謄
(
抄
)
本
作
成
の
場
合
に
、
刊
現
戸
籍
に
族
称
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
と
き
は
蔑
称
の
文
字
を
省
略
で
き
る
の
か
、
同
信
戸
籍
戸
主
の
族
称
「
平

民
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
「
平
民
」
の
記
載
を
省
略
で
き
る
の
か
が
問
題

と
な
っ
た
(
昭
和
一
二
一
年
六
丹
二
一
日
、
京
都
地
方
裁
判
所
長
照
合
)
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

民
事
局
長
は
同
年
六
月
二
九
日
に
、
族
称
文
字
お
よ
び
戸
主
の
族
称
平
氏
の
記
載

は
い
ず
れ
も
謄
写
を
省
略
し
う
る
と
回
答
し
た
(
民
事
平
第
七
六
回
号
、
資
料
②
参

陪
…
)
。②

戸
籍
法
第
一
八
条
第
四
号
の
場
合
に
、
家
族
舗
中
の

一
父
母
の
氏
名
」

お
よ
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び

「
続
柄
欄
」

の
左
傑
に

「
空
調
」
を
予
め
設
け
て
お
く
の
か

必
要
が
生
じ
た

場
合
に
そ
の
都
度
設
け
る
の
か
に
つ
い
て
疑
義
が
お
こ
っ
た
(
昭
和
一
三
年
六
月
二

一一一
E
、
大
薮
府
北
河
内
郡
九
悟
荘
村
長
票
何
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、

民
事
局
長
は
同
年

七
月
八
日
に

「
後
段
貴
見
の
通
り
」
と
回
答
し
、

必
要
に
応
じ
空
舗
を
そ
の
都
度

設
け
る
こ
と
し
た
(
民
事
甲
第
八
二

C
号
、
資
料
③
参
照
)
。

(ニネ

湘
叫

-
族
称
一
文
字
削
除
の
経
緯

(1) 

昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
)
二
月
二
三
日
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
開
推
さ
れ
た

関
東
融
和
連
盟
協
議
会
に
お
い
て
、
長
野
県
の
委
員
か
ら
戸
籍
上
の
族
称
親
露
止

が
提
案
さ
れ
た
。
地
元
県
で
あ
る
埼
玉
県
側
か
ら
適
当
な
機
会
に
本
問
題
を
提
案

す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
機
会
を
え
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。

同
年
三
月
の
国
民
融
和
週
間
初
日
に
開
催
さ
れ
た
融
和
事
業
関
係
方
面
連
絡
協

議
会
お
よ
び
三
月
一
五

E
の
第
三
田
中
堅
青
年
研
究
協
議
大
会
等
に
お
い
て
、

戸

籍
上
の
族
称
縞
嘉
止
問
題
が
緊
急
動
議
と
し
て
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
議
さ

れ
た
。

そ
の
実
現
方
を
中
央
融
和
事
業
協
会
に
一
任
し
た
。
同
協
会
は
、
慎
重
審

議
の
後
、

三
月
一
六
日
に
同
協
会
会
長
平
沼
悪
一
郎
男
爵
名
で
、
「
族
称
取
扱
に

関
す
る
陳
情
書
」
を
、
内
罰
総
理
大
臣
、

司
法
大
臣
を
は
じ
め
各
省
大
臣
お
よ
び

企
画
院
総
裁
に
提
出
し
た
。

(2) 

戸
籍
に
関
す
る
主
務
官
庁
で
あ
る
司
法
省
で
は
、
塩
野
季
彦
大
臣
、
岩
村

司
法
次
官
、
大
森
洪
太
民
事
局
長
等
が
慎
重
検
討
の
結
果

遂
に
昭
和
一
三
年

(
一
九
三
八
)
六
月
一
三

E
、
通
諜
「
戸
籍
用
紙
ノ
様
式
一
一
関
ス
ル
件
」

(
畏
事
甲
第

七
-
二
一
号
、
資
料
@
)
を
出
し
た
。
戸
籍
法
第
一
八
条
第
三
号
に
関
し
て
辻
、

戸
籍

用
紙
の
戸
主
親
中
の
族
称
欄
か
ら
族
称
文
字
を
今
後
印
刷
せ
ず
削
除
す
る
こ
と
と

し
、
こ
の
空
欄
に
華
族
と
士
族
は
そ
の
族
称
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
四

号
に
関
し
て
培
、
家
族
轄
の
氏
名
様
中
に
同
様
の
空
路
慨
を
必
要
に
誌
じ
設
け

こ
に
乎
畏
と
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

戸
籍
関
係
の
み
の
問
題
で
は
な
い
と
し
て
、
各
省
次
官
会
議
で

山
石
村
司
法
次
官
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
各
省
の
賛
同
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
c

例
え
ば
、
海
軍
省
は
次
の
よ
う
な
省
令
を
出
し
た
。
族
称
記
載
は
華
族
の
み
と

し
、
す
で
に
族
称
と
か
族
籍
の
文
字
が
昂
属
さ
れ
て
い
る
用
紙
等
は
抹
消
の
う
え

使
用
す
る
よ
う
、

一
層
の
貫
徹
が
な
さ
れ
て
い
た
。

海
軍
省
令
第
一
七
号

従
前
ノ
海
軍
省
令
其
ノ
他
海
軍
大
臣
ノ
発
シ
タ
ル
命
令
一
一
依
リ
文
書
ニ
族
称
記

載
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
族
称
華
族
ナ
ル
ト
キ
ニ
限
り
之
ヲ
記

載
ス
ヘ
キ
位
置
一
一

「
華
族
」

ト
記
載
シ

「
族
称
」
又
ハ

「
族
籍
」

ノ
文
字
ハ
総

テ
之
ヲ
記
載
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
既
一
一
族
称
又
ハ
族
籍
ノ
文
字
ヲ
印
刷
調
製

シ
ア
ル
用
紙
等
ハ
適
宜
之
ヲ
抹
出
ノ
上
使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

付
期

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
ワ
之
ヲ
施
行
ス

大
正
六
年
海
軍
省
令
第
一
号
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

昭
和
十
三
年
七
月
廿
八
百

海
軍
大
臣

米
内
光
政

そ
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四

「
族
称
」
文
字
削
除
の
意
義
と
世
論

(→ 

「
族
称
」
文
字
削
捺
の
意
義

(1) 

昭
和
一
二
年
(
一
九
三
七
)
七
月
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り

一
O
月
に
国
民

精
神
総
動
員
中
央
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
翌
一
三
年
四
月
に
は
国
家
総
動
員
法
が

公
布
さ
れ
五
月
か
ら
施
行
と
な
っ
た
。
大
正
一
四
年
(
一
九
二
五
)
に
、
融
和
運
動

の
統
鵠
接
関
と
し
て
中
央
一
融
和
事
業
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

日
中
戦
争
勃
発
後
、

同
協
会
も
国
民
結
神
総
動
員
中
夫
連
盟
に
加
盟
し
、
戦
時
体
制
に
協
力
し
た
。
昭

和
一
三
年
は
「
融
和
事
業
完
成
十
箇
年
計
画
」

の
第
二
一
年
自
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ

る
「
挙
国
一
致
」
「
万
民
一
視
同
仁
」
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
同
一
三
年
六
月
一

一
一
一
日
の
民
事
甲
第
七
二
二
号
は
、
こ
れ
ら
詞
家
政
策
の
法
律
上
の
展
開
の
一
つ
で

あ
り
、
正
に
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
発
せ
ら
れ
た
。
本
通
牒
は
、
「
国
民
大

衆
ノ
階
級
的
差
別
観
念
ヲ
打
破
シ
以
テ
現
在
挙
冨
一
致
ノ
秋
一
一
望
リ
万
遺
憾
ナ
キ

ヲ
期
ス
」
(
資
料
④
)
も
の
で
あ
っ
た
。

(2) 

華
族
・
士
族
・
平
民
の
蔑
称
を
め
ぐ
る
取
り
扱
い
は
時
代
と
と
も
に
変
遷

し
て
き
た
。
戸
籍
用
紙
「
族
称
観
」

に
華
族
士
族
は
記
載
す
る
が
、
平
民
は
記
載

す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
建
議
案
・
法
律
案
が
、

明
治
末
期
に
貴
族
院
で
審
議
さ

れ
た
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
た
が
、
大
正
三
年
(
一
九
一
酉
)
の
戸
籍
法
改

正
で
は
実
現
さ
れ
た
。
こ
れ
は
平
民
と
い
う
族
称
そ
の
も
の
を
亮
止
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
な
お
、
士
族
お
よ
び
平
民
の
族
称
の
廃
止
は
、
明
治
四
一
年
(
一
九

。
九
)
の
衆
議
院
で
の
請
願
で
、

そ
し
て
大
正
て
一
年
(
一
九
二
二
)

の
建
議
案

で
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
実
現
す
る
法
令
等
は
出
さ
れ
な

、
っ
こ
。

，

刀

チ
J

族
称
欄
に
平
民
と
記
載
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
戸
籍
法

上
の
こ
と
で
あ
り
、
役
所
へ
の
請
願
届
書
を
は
じ
め
、
麗
歴
書
、
宿
帳
な
ど
に
も

族
称
欄
が
あ
り
族
幹
を
室
田
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
っ
た
。

ま
た
入
学
許
可
書

や
卒
業
証
書
等
に
も
族
称
が
記
載
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
平
氏
族
称
を
記
入
き
さ
れ
た
り
あ
る
い
は
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い

「
妙
な
差
別
感
が
一
部
の
も
の
に
不
快
を
宇
へ
て
」

う
こ
と
は

い
た
の
で
あ

「
融
和
問
題
解
決
上
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
各
五
面
に
於
て
間

捌
問

題
視
さ
れ
て
岩
た
」
(
資
料
⑤
)
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
民
事
甲
第
七
二
a

一
口
ヴ
通
課
は
、

こ
の
年
来
の
懸
案
、
従
来
の
宿
題
を
一
歩
解
決
す
る
も
の
と
い
え
た
。

り

戸
籍
用
紙
「
族
称
欄
」
か
ら
族
称
文
字
を
出
除
す
る
通
撲
は
、
「
事
極
め
て

徴
細
な
改
正
の
や
う
で
あ
る
が
其
の
及
ぼ
す
処
の
効
果
は
甚
だ
大
な
る
も
の
」
が

(3) 
あ
っ
た
。
今
回
の
通
牒
は
、
法
形
式
上
は
大
正
三
年
戸
籍
法
を
改
正
す
る
も
の
で

は
な
く
、

同
法
施
行
細
則
付
録
第
一
号
様
式
の
小
改
正
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
が
与
え
る
社
会
的
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

戸
籍
の
開
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
役
所
へ
の
巌
届
書
、
履
壁
書
、
宿
帳
な
ど
各
種

の
書
式
の
族
称
記
載
の
あ
り
方
、
更
に
は
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
平
民
や
士
族
の

族
称
捷
止
問
題
に
ま
で
、
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
の
で
あ
り
、
本
通
牒
は
融
和
問
題

川

w

m

の
認
識
を
新
た
に
し
た
。
予
想
外
の
波
紋
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
え
よ
う
。

(4) 

一
O
月
一
五
日
民
事
甲
第
一
四
七
七
号
は
、
戦

昭
和
一
二
年
(
一
九
三
七
)

死
し
た
軍
人
ま
た
は
軍
屠
の
一
戸
籍
に

一
死
亡
」
と
記
載
せ
ず
「
戦
死
」
と
す
る
通
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諜
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち

戦
死
シ
タ
ル
軍
人
又
ハ
軍
属
一
一
付
死
亡
報
告
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
爾
今
事
件
本
人

ノ
戸
籍
事
項
棟
一
一
ハ

「
何
年
何
月
何
日
何
時
何
々
ニ
於
テ
戦
死
一
五
々
」

ノ

例

依
リ
記
載
ス
ル
コ
ト
ニ
致
度
侯
条
責
管
下
市
町
村
長
一
一
対
シ
可
然
御
通
達
相
成

度
比
段
及
通
牒
候
也

更
に
ま
た
、
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
入
)
六
月
二
司
員
事
甲
第
六
五
八
号
で
、
戦

細

川

間

傷
死
に
も
適
用
す
る
旨
を
通
牒
し
た
。

族
称
文
字
削
防
除
に
関
す
る
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
八
)
六
月
一
三
日
民
事
甲
第
七

二
二
号
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
戦
時
措
置
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

同

「
族
称
」
文
字
削
除
の
世
評

崎
明

「
各
新
聞
に
於
て
報
導
さ
れ
又
は
論
議
さ
れ
」
「
当

時
の
新
聞
で
も
、
相
当
大
き
く
取
扱
」
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
新
聞
の
見
出
し
は
、

(1) 

本
通
牒
を
め
ぐ
っ
て
、

「
空
告
に
な
る
族
称
欄

ま
づ
戸
籍
面
か
ら
抹
消
」

(
資
料
⑮
)

「
戸
籍
面
か
ら

消
え
る
『
平
民
』
同
族
融
和
の
た
め
桐
…
翠
い
諒
」

(
資
料
⑧
)
、

「
何
故

?

H
平

民
H

の
族
称
が
治
え
て
士
族
、
華
族
が
残
る
」

(
資
料
。
)
な
ど
と
大
き
く
、
ま
た

連
続
し
て
報
じ
ら
れ
た
(
大
薮
毎
司
新
聞
は
、
昭
和
二
二
年
六
月
一
七
日
の
第
一
報
に
続

い
て

/¥ 
日

二
六
日
に
も
報
道
)
。

一一一一日

本
問
題
の
火
付
役
と
な
っ
た
中
央
融
和
事
業
協
会
の
機
関
紙
『
融
和
時
報
』

も

「
戸
籍
面
よ
り
『
族
称
』
『
平
民
』
の
字
消
え
る

(
資
料

司
法
省
の
英
断
」

m
e
)

と
伝
え
、
同
協
会
常
務
理
事
の
小
山
三
部
は
、
機
関
誌
『
融
和
事
業
研
究
』
昭

鍋

と
い
う
論
文
を
早
速
発
表
し
た
。

和
一
三
年
九
月
号
に

「
族
称
嘉
止
の
経
過
」

(2) 

世
一
評
は
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り

司
法
省
の
英
断
と
し
て
概
ね
好

評
で
あ
っ
た
。
「
我
が
中
堅
青
年
の
協
議
大
会
が
投
じ
た
一
石
は
予
想
以
外
の
波

紋
を
世
間
一
般
に
及
ぼ
し
た
」

(
資
料
⑦
)
の
で
あ
り
、

「
此
の
一
石
、
か
世
の
中
を

一
歩
前
進
さ
せ
た
」

(
同
⑦
)
と
評
し
て
い
る

更
に
、
「
戸
籍
面
の
族
称
を
『
士
族
』
を
従
来
通
り
残
し
て
『
平
田
民
』
だ
け
を
消

す
(
大
正
コ
一
年
戸
籍
法
に
よ
っ
て
族
弥
欄
に
平
民
は
記
入
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

法
的
に
は
誤
り
で
あ
る
、
井
戸
田
注
て
そ
れ
で
は
少
々
事
務
簡
捷
に
な
ら
う
の
が
何

ら
罰
族
融
和
に
は
な
ら
な
い
。

よ
ろ
し
く
土
族
も
一
緒
に
抹
消
す
べ
き
で
あ
る
」

(
資
料
⑬
)
と
、
今
回
の
措
置
を
単
に
賛
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
士
族
廃
止
論
ま
で

思
決
関
し
て
い
る
(
資
料
9
)
。
他
方
、
「
祖
先
に
申
訳
な
し
」

(
資
料
@
)
、
「
士
族
階

級
唯
一
の
精
神
的
誇
負
を
失
は
し
め
て
ま
で
こ
れ
を
廃
す
る
も
他
に
益
な
い
」

(
資
料
⑬
)
な
ど
と
の
反
対
論
も
あ
っ
た
。

五

結
び
に
か
え
て

(1) 

戸
籍
用
紙
族
称
鶴
か
ら
「
族
称
」
文
字
を
削
除
す
る
と
い
う
昭
和
一
一
二
年

(
一
九
一
二
八
)
六
月
一
一
二
日
民
事
甲
第
七
二
二
号
通
牒
に
関
し
、
資
料
紹
介
を
か
ね

て

持
故
に
こ
の
時
期
に
、
誰
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
実
現
し
た
の
か

そ
の
意
義

と
世
評
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
若
子
述
べ
て
き
た
。

(2) 

平
民
族
称
と
戸
籍
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
当
時
に
お
い
て
も
今
日
に

あ
っ
て
も
誤
解
が
あ
る
。
本
稿
に
は
、

そ
の
誤
り
を
訂
正
し
た
い
と
い
う
目
的
も

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
国
史
大
辞
典
ロ
』

(
平
成
三
年
、
吉
川
弘
文
館
)
に
よ
れ
ば
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平
民
の
族
称
は
大
正
二
一
年
(
一
九
一
回
)
の
一
戸
籍
法
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
と
し
て
い

る
。
地
方
、
昭
和
一
三
年
二
九
一
八
)
主
主
持
、
族
称
捕
に

「
慈
称
な
ら
ぬ
平
民
の

称
ま
で
記
載
」

(
資
料
⑬
)
、
「
今
度
一
戸
籍
欄
か
ら
「
長
称
平
民
』
の
文
字
を
抹
消
-

(
資
料
昏
)
、
「
向
故
?
H
g
i
民
H

の
族
称
が
消
え
て
土
族
、
華
族
が
残
る
」
「
戸
籍

簿
に
平
弐
と
い
ふ
族
称
を
記
載
せ
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
」

(
資
料
⑫
)
と
、
平
民
と
い

う
族
称
を
戸
籍
簿
に
今
ま
で
・
記
載
し
て
き
た
が
、
今
後
は
子
民
と
記
載
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
次
の
こ
と
か
ら
考
え
て
誤
り
で
怠
る
c

明
治
二
二
年
戸
籍
法
で
は
一
戸
籍
用
紙
族
称
欄
に
華
族
・
士
族
・
平
誌
の
い
ず
れ

の
族
称
も
一
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
大
正
三
年
戸
籍
法
は
こ
れ
を
改
め

て
、
華
族
と
土
族
は
そ
の
族
称
を
装
品
作
踏
慨
に
記
載
す
る
と
し
、

平
氏
は
記
入
し
な

い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
平
氏
と
い
う
族
称
・
族
籍
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
昭
和
二
二
年
(
一
九
陪
七
)
五
月
三
日
の
日
本
同
憲
法
施
行
と
そ
れ
に
伴

う
再
年
の
「
民
法
の
応
急
的
措
置
に
伴
う
一
戸
籍
の
取
扱
に
関
す
る
件

(
民
事
平
第

一
て
一
七
)
の
第

戸
籍
法
中
適
用
の
な
く
な
る
条
文
」
に
よ
っ
て
、
華
族
・
土
族

平
氏
の
族
称
は
法
律
上
消
滅
し
た
。

(3) 

族
称
に
関
し
て
、
拙
稿
「
明
治
末
期
の
平
氏
称
記
に
つ
い
て
」

(
『
日
本
文

化
史
研
究
』
第
一
九
号
、
平
成
五
年
七
月
)
を
発
表
し
た
が
、
今
後
、
大
正
三
年
戸
籍

法
と
族
称
、
大
正
二
一
年
「
菌
襲
打
破
一
一
関
ス
ル
建
議
案
」
と
族
称
、

平
氏
族
称

と
戸
籍
法
等
に
つ
い
て
、
稿
を
改
め
て
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

明
治
一
今
年
六
月
一
七
日
行
政
官
達
第
五
匹
4

・
「
自
今
公
用
諸
俣
之
称
被
廃
改
テ
華
脹

ト
可
称
」
(
『
法
令
全
幸
一
日
』
第
二
巻
、
原
本
明
治
二
二
年
、
内
閣
官
報
局
、
昭
和
四
九

年
、
原
書
一
男
、
二
一
二
頁
)
。

明
治
二
年
六
月
二
五
日
行
政
官
達
第
五
七
六
「
一
円
以
下
平
士
ニ
至
ル
迄
総
テ
土
族

ト
可
称
事
一
(
前
掲
可
法
令
全
書
』
第
二
巻
、
子
一
山

C
一
具
、
な
お
六
月
二
丘
日
達
第
五

七
七
、
同
日
達
第
五
七
八
に
も
同
文
が
あ
る
)
、
同
一
一
年
一
二
月
司
一
日
太
政
官
布
告

第
一
一

O
向
「
中
下
丈
夫
士
以
下
之
称
被
亮
蔀
テ
士
蓑
及
卒
ト
称
」
(
前
掲
『
法
令

全
書
』
第
一
一
巻
、
円
九
一
一
頁
)
。

明
治
五
年
一
月
九
日
太
政
官
布
告
第
二
九
号
(
前
掲
『
法
令
全
書
』
第
五
巻
ノ
て

五
二

1
五
一
二
頁
)
。

例
え
ば
、
明
治
一
九
年
九
丹
内
務
省
令
第
一
九
号
第
四
条
、
河
一
九
年
一

O
月
内
務

省
令
第
一
一
二
号
一
戸
籍
沼
紙
雛
影
第
二
参
照
。

井
戸
毘
博
史
「
明
治
末
期
の
平
氏
称
記
に
つ
い
て
」
(
『
E
本
文
化
史
研
究
』
第
一
九

号
、
平
成
五
年
七
月
、
帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
学
会
)
匝
四

1
六
三
頁
、
特

に
四
九

1
五
一
頁
参
照
。

華
族
令
(
明
治
四

O
年
五
月
七
日
皇
室
令
第
-
一
号
)
は
、
昭
和
二

O
年
一
二
月
六
日

皇
室
令
第
五
号
に
よ
っ
デ
二
部
改
正
さ
れ
た
が
、
同
一
一
二
年
五
丹
二
日
に
失
効
と

よ
な
っ
た

福
地
重
孝
『
士
族
と
士
族
意
識
|
近
代
日
本
を
興
せ
る
も
の
・
亡
ぼ
す
も
の
』

(
昭
和
二
二
年
、
春
秋
社
)
一
九
頁
。

前
掲
矧
論
文
、
特
に
資
料
①
参
照
。

前
掲
出
論
文
、
特
に
資
料
④
参
黙
。

前
掲
切
論
文
、
特
に
資
料
⑦
'
参
黒
。

『
匡
史
大
辞
典
ロ
』
(
平
成
三
年
、
吉
川
弘
文
館
、
四
七
四
頁
、
平
民
の
項
)
は
、
「
平

氏
の
族
称
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
大
正
三
年
(
一
九
一
回
)
の
戸
籍
法
改
正
で
あ
っ

た
」
と
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

『
一
戸
籍
費
疑
録
』
第
一
了
二

a

口
一
勺
(
大
正
辺
年
、
一
戸
籍
学
会
)
五

1
六
頁
c

i主、id:
 

/
人(2) (3) (ヰ)

/戸、

¥0) (6) 17; (11) 司ゆ (9) (8) (12) 
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(13) 

『
平
和
銀
衆
議
院
議
事
速
記
録
お
』
(
昭
和
五
七
年
、
東
点
大
学
出
版
会
)
九
回
二
ty
九

五
一
十
長
。

福
地
重
孝
蔀
掲
『
士
族
と
士
族
意
識
』
一
九
頁
。

大
正
一
二
年
二
月
二
五
日
「
因
襲
打
破
ニ
関
ス
ル
建
議
案
委
員
会
議
録
」
(
『
都
調
衆

議
読
委
員
会
議
録
訂
』
昭
和
六
一
年
、
臨
川
室
田
吉
、
六
二
七

1
六
二
二
頁
)
。

前
一
渇
「
献
一
錨
衆
議
院
議
事
速
記
録
百
九
六
九
頁
。

小
山
二
一
部
「
族
称
廃
止
の
経
過
」
(
『
融
和
事
業
研
究
』
第
五
一
輯
、
昭
和
一
三
年
九

月
、
中
央
融
和
事
業
協
会
、
二
九
頁
、
一
九
七
三
年
村
越
末
男
に
よ
る
復
刻
版
、
部

落
解
放
研
究
所
)
。

昭
和
一
三
年
六
月
一
三
日
記
入
事
甲
第
七
二
二
号
。

井
戸
宙
博
史
「
4
講
戸
籍
法
一
(
日
本
近
代
法
制
史
研
究
会
編
「

E
本
近
代
法
一
二

O
講
』
一
九
九
二
年
、
法
律
文
化
社
、
一
一
一
頁
)
、
同
『
家
族
の
法
と
歴
史
i
氏
・
戸

籍
・
祖
先
祭
記
』
(
一
九
九
三
年
、
世
界
思
想
社
)
四

1
八
頁
。

新
見
吉
治
『
壬
中
戸
籍
成
立
に
関
す
る
証
明
究
』
(
昭
和
三
四
年
、
日
本
学
術
振
興
会
)

八
八
去
、
四
五
一
頁
G

前
注
書
一

O
八
頁
。

ー
は
、
外
岡
茂
十
郎
『
家
か
個
人
か
』
(
昭
和
二
二
年
初
版
、
昭
和
四
八
年
増
構
版
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
)
よ
り
引
用
。
立
は
、
井
戸
田
所
載
の
も
の
。

井
戸
田
薄
史
前
掲
『
家
族
の
法
と
歴
史
氏
・
戸
籍
・
祖
先
祭
記
』
入

1
九
真
。

前
注
書
一
五

1
一
七
頁
。

前
注
書
二
二

1
二
五
長
。

以
下
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
小
山
三
郎
「
族
称
廃
止
の
経
過
」
(
龍
掲
『
融
和
事
業
研

究
』
二
五

1
三
五
頁
)
、
『
融
和
時
報
』
第
一
三
七
号
(
昭
和
一
三
年
四
月
一
日
、
中

央
融
和
事
業
協
会
、
一
九
八
三
年
票
田
伴
意
・
捜
部
識
に
よ
る
蜜
刻
販
、
一
J

二

書

一
房
)
、
再
第
一
回

C
号
(
昭
和
一
三
年
七
月
一

E
)
、
同
第
一
四
五
号
(
昭
和
一
一
二
年

一
二
月
一
日
)
を
主
と
し
て
参
考
に
し
た
。

昭
和
一
一
一
一
年
七
月
二
九
日
長
崎
地
方
裁
判
所
長
照
会
(
辻
期
郎
編
『
司
法
省

議
一
耕
一
問
先
例
大
系
』
昭
和
一
五
年
、
請
水
書
吉
、
一
二
三
頁
)
。

(15) (14) 間 (16)(1号 (18)(20) な2)(21) (26) (2号鈴掛(27) 

(32) (31)信号倣掛

昭
和
二
二
年
六
丹
一
七
日
『
読
売
新
開
円

前
掲
『
一
融
和
時
報
』
第
一
三
七
号
。

前
掲
『
融
和
時
報
』
第
一
四
五
号
。

小
山
三
部
前
掲
「
族
称
廃
止
の
経
過
」
一
一
一
四
頁
。

小
山
三
部
前
掲
「
族
称
亮
止
の
経
過
」
(
二
一
四

1
一
二
五
豆
)
は
、
「
今
、
司
常
の
書
類

と
し
て
族
称
の
記
載
を
要
求
さ
れ
て
吾
る
も
の
で
将
来
之
を
車
止
さ
る
L

と
想
橡

さ
れ
る
も
の
の
一
二
を
掲
げ
て
見
れ
ば
一
と
し
て
、
次
の
も
の
を
結
介
し
て
い
る
。

各
種
履
塵
書
、
精
神
病
者
監
護
法
施
行
手
続
同
上
費
用
弁
償
ニ
関
ス
ル
手
続
、
扶

養
義
務
者
一
一
関
ス
ル
調
書
、
代
用
精
神
病
院
一
一
関
ス
ル
件
施
行
細
則
医
師
法
施
行

規
則
、
向
上
施
行
組
剤
、
医
師
法
施
行
手
続
、
医
師
現
状
語
、
品
歯
科
医
師
法
捷
行
規

郎
、
向
上
施
行
総
期
、
歯
科
室
師
現
状
届
、
産
婆
名
簿
登
録
訂
正
敢
出
等
出
願
書
様

式
、
産
婆
名
簿
登
録
謄
本
下
付
願
、
産
婆
規
賠
施
行
手
続
、
看
護
婦
名
簿
、
宿
屋
営

業
取
締
規
期
、
下
宿
転
宿
届
、
外
務
省
留
字
生
規
程
、
行
政
訴
訟
書
様
式
な
お
各

府
黒
に
お
い
て
同
様
の
も
の
が
多
く
あ
る
と
し
て
い
る
。

前
掲
『
融
和
時
報
』
第
一
四
五
号
。

龍
掲
『
一
融
和
時
報
』
第
一
四
三
号
。

辻
…
期
的
時
編
前
一
掲
『
可
法
省
一
誠
一
耕
一
鈎
先
一
例
大
系
』
一
九
九
一
二

1
一
九
九
限
頁
。

前
注
書
一
九
九
四

1
一
九
九
五
頁
。

昭
和
一
三
年
六
丹
一
七
司
『
大
阪
華
日
新
聞
』
(
資
料
⑮
)
。

前
掲
『
融
和
詩
報
』
第
一
四

O
号
G

前
掲
『
融
和
時
報
』
第
一
一
四
五
号
。

注
鵠
参
照
。

注
側
参
照
。

注
間
参
照
。

一部一

純白)峨 (3号機開 (36)(35) (3宅金書
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資
料
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戸

籍
氏E司田
事法証
j，J者恥
羽目けノ
一
和主様

十:手き

tt要
jj ~ Jし

1- 三竺
u 

地

万

裁

判

所

長

御

中

(

東

京

刑

事

ヲ

捺

ク

〉

大

森

洪

太

一
い
籍
法
施
行
細
民
付
録
第
一
号
様
式
ニ
付
テ
ハ
戸
籍
法
第
卜
八
条
第
」
二
円
。
/
炭
定
ノ
趣
旨

ヲ
参
冊
、
ン
爾
今
新
市
紙
ヲ
調
製
ス
ル
一
一
咋
リ
一
ナ
ハ
「
装
弥
」
ナ
ル

14字
ハ
予
メ
印
刷d
セ
千
ル

司
法
省
民
事
記
長

援
(
-
ぷ
載
倒
、
戸
籍
法
第
宇
八
条
第
一
J
ヲ
ニ
付
一
ア
ハ

一H
世
十
族
リ
人
ハ
「
k
族

ノ
記
載
ハ
ト
れ
ヤ
舗
中
ニ
之

ヲ
為
シ
「
平
民
一
/
記
載
ハ
之
ヲ
為
サ
ス
、
同
条
第
陪
け
す
ニ
什
テ
ハ
氏
名
欄
中
二
日
出
様
ノ
空
欄
ヲ
設
ケ
其

ノ

中

「
平
氏
!
ト
記
載
ス
)
貴
管
内
各
市
町
村
長
ニ
対
シ
制
御
通
達
組
成
度
比
設
依
命
及
通
費

候
也一
迫
テ
為
念
別
紙
挟
称
欄
雛
形
添
付
致
置
鋲
尚
現
年
戸
籍
用
紙
ニ
什
テ
ハ
適
立
抹
消
ノ
上

箆
田
市
セ
シ
ム
ル
様
致
室
中
添
候

門
別
紙

戸
治
体

第
十
ペ

鋒
第
三

妓
J

M
棋

定
一
ゴ
依

ル
母
音

<;; 

!日kl

時

川上
7
i
l
i

一
↑
 

'"定主主l~liも戸
~ 〆1(.ーをづち
会(iU草川fl"iJ;:

ハ
辻
期
郎
一
樹
『
寸
法
省
認
一
一
一
訪
問
先
例
大
系
』

一
具
、
「
親
佐
相
続
戸
籍
一
一
関
ス
ル
説
令
通
牒
録
』

一
、
一
六
一
a

L

ハ
1
一
六
一
-
七
丘
、
司
融
和
事
業
研
究
第
正

C
輯
』

一
円
六
長
〕

昭
和
一
ん
年
、
語
水
科
王
国
広
)
一
二
七

1
一二八

(
昭
和
一
:
一
年
、

戸
籍
学
会
)
Nn 

九

(
昭
和
一
二
一
年
、
中
央
融
和

事
業
協
会
、

一
九
七
三
年
復
刻
版

②
「
族
称
ノ
文
字
印
刷
シ
ア
ル
戸
籍
文
ハ
戸
主
ノ
蔑
称
平
民
ト
記
載
シ
ア
ル
戸
籍
ノ
麿
本
ニ

ハ
族
称
ノ
文
字
文
ハ
平
畏
ノ
記
載
ハ
之
、
方
謄
写
ヲ
雀
略
シ
差
支
ナ
シ
」

京
都
地
方
裁
判
所
長
照
会
(
昭
和
十
三
年
六
月
十
一
口
庶
第
昌
二
七
六
号
)

本
万
ト
ン
命
日
付
民
事
甲
第
七
ε

一J
υ
げ
通
牒
一
一
依
リ
戸
籍
用
紙
市
中
族
称
/
文
字
ハ
子
メ
印
陪

セ
サ
ル
コ
ト
ト
相
成
扶
込
戸
籍
韓
本
作
成
一
一
該
リ
左
記
ノ
点
間
合
ノ
向
有
之
扶
条
制
御
指
一
ボ

相
成
章
侯

r3己

一
一
死
戸
籍
一
一
挨
称
ノ
文
字
印
刷
、
ン
タ
ル
モ
ノ
ハ
族
弥
ノ
文
字
省
略
シ
持
サ
ル
ヤ

- 61-

(
省
略
シ
得
ス
ト
セ
ハ
謄
本
作
成
/
為
メ
族
称
ノ
丈
字
ヲ
印
麟
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
然
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ヲ
準

鋪
ス
ル
必
要
ア
リ
ト
謂
フ

二
回
戸
籍
戸
、
一
七
/
長
春
平
民
ト
記
載
シ
ア
ル
モ
/

L

平
民
/
記
載
ハ
省
略
、
ン
得
サ
ル
ヤ

民
事
局
長
回
答
(
河
年
六
月
て
十
九
日
民
事
甲
第
七
六
内
号
)

族
幹
/
文
字
及
戸
主
ノ
族
称
平
氏
/
記
載
ハ
何
し
モ
謄
写
ヲ
省
略
、
ン
差
支
ナ
シ
ト
思
考
致

{民

日IJ

謁
~ 

司
法
省
戸窺
籍族

寄棺
No.留続
三先
一例
)L大
系、 在コ

， 

一
一
1
て
一
一
:
去
、
前
掲
『
親
装
相
続
一
戸
籍

ニ
関
ス
ル
訓
令
通
牒
録
』

一
六
二
九
長
〕

嘩
「
家
族
調
二
ハ
予
メ
族
啓
ヲ
記
載
ス
ル
為
ノ
調
ヲ
設
ク
ベ
キ
モ
ノ
ニ
奔
ズ
」

大
阪
府
北
河
内
部
九
個
荘
村
長
夏
向
(
昭
和
十
て
年
六
月
一
一
ト
て
日
日
記
戸
第
六

C

一
戸
籍
法
施
行
相
周
付
録
第
一
口
一
勺
様
式
ニ
依
ル
一
ド
籍
用
紙
ヲ
新
ニ
調
製
ス
ル
場
合
ハ
侮
通

喋
一
一
基
キ
「
族
称
」
ナ
ル
ょ
ん
ナ
ヲ
徐
キ
空
調
ト
為
ス
ヘ
キ
ハ
均
一
論
ノ
議
一
一
有
之
侯
延
家
集



様
ニ
付
テ
モ
戸
籍
法
第
十
八
条
第
四
号
一
一
依
リ
記
載
シ
得
ヘ
キ
族
称
橋
野
チ
之
カ
空
模

ヲ
総
テ
父
母
ノ
氏
名
及
続
柄
欄
ノ
左
側
ニ
設
ケ
置
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
将
又
戸
主
ト
族

称
ヲ
異
一
一
シ
テ
前
叔
第
四
号
ノ
記
載
ヲ
為
ス
必
要
生
シ
タ
ル
場
合
其
都
芝
其
ノ
者
一
一
付

テ
ノ
ミ
之
カ
横
ヲ
設
ケ
記
載
ス
ヘ
キ
モ
/
ナ
ル
ヤ

民
事
局
長
匝
答
(
日
間
年
七
月
八
E
民
事
甲
第
八
二

C
号
)

第
一
項
後
段
貴
見
ノ
通

♀
別
掲
『
司
法
省
語
一
一
耕
一
轍
先
開
大
系
』
一
一
一
八

1
三
九
頁
〕

審
「
戸
主
ノ
族
称
調
及
事
項
網
中
「
平
畏
」
ト
記
載
ノ
省
轄
」

長
崎
地
方
裁
判
所
長
照
会
(
昭
和
利
十
三
年
七
月
二
十
九
日
日
記
最
第
五
七
三
九
号
)

別
紙
佐
世
保
区
裁
判
判
所
管
内
戸
籍
寄
留
事
務
担
任
吏
員
協
議
会
決
議
(
中
略
)
ハ
第
四
三
六

間
(
中
略
)
ヲ
各
左
記
ノ
通
リ
変
更
セ
ハ
其
他
ハ
何
レ
モ
棺
当
ト
志
料
挟
(
以
下
略
)

戸
】
ニコ口

第
四
三
六
関

イ

決
議
担
当

(
別
紙
)

佐
世
保
区
裁
判
所
管
内
戸
籍
寄
留
事
務
協
議
会
決
議

四
三
六
戸
籍
磐
抄
本
作
成
ニ
際
シ
左
記
事
項
省
略
シ
差
支
ナ
キ
ヤ

戸
主
ノ
族
称
調
及
事
項
欄
中
「
平
氏
」
ト
記
載
シ
ア
ル
モ
ノ

J 

理
由
族
称
鴇
ノ
平
民
ナ
ル
記
載
ハ
大
正
三
年
法
律
第
二
十
六
号
戸
籍
法
改
正
ニ
ヨ

リ
之
ヲ
省
略
ス
可
ク
改
正
セ
ラ
レ
今
日
ニ
至
リ
タ
ル
モ
改
正
以
前
ノ
戸
籍
ニ
シ
テ
未
タ
新

一
戸
籍
一
一
改
製
サ
レ
サ
ル
モ
ノ
ニ
付
戸
籍
謄
抄
本
ノ
請
求
ア
リ
タ
ル
場
合
ハ
族
称
欄
一
一
平
氏

ト
記
載
シ
タ
ル
侭
六
人
骨
シ
居
ル
処
一
現
在
平
畏
ナ
ル
族
称
ハ
廃
止
サ
'
J

タ
ル
一
一
不
拘
之
ヲ
記

載
シ
ア
ル
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
ナ
リ
ヤ
」
又
「
-
平
田
氏
ト
記
載
シ
ア
ル
タ
メ
差
別
的
誤
解
ヲ
招
ク

露
ア
ル
ヲ
以
テ
削
除
サ
レ
タ
シ
」
等
ノ
申
出
ア
ル
場
合
再
二
一
ア
リ
顛
ク
テ
ハ
右
改
一
正
規
定
ノ

趣
旨
徹
底
ヲ
欠
ク
ノ
憶
ア
リ
旦
本
年
六
月
十
三
日
付
民
事
甲
第
七
二
二
号
民
事
局
長
通
牒

イ
ノ
場
合

ハ
国
民
大
衆
ノ
階
級
的
差
民
観
念
ヲ
打
破
シ
以
テ
現
在
挙
国
一
致
ノ
秋
一
一
当
リ
万
遺
憾
ナ

キ
ヲ
期
ス
ヘ
キ
趣
旨
ト
思
堆
セ
ラ
レ
加
フ
ル
ニ
技
ノ
蔑
称
ノ
↓
記
載
及
出
生
並
死
亡
事
項
中

刑
務
所
、
監
獄
等
ノ
記
載
ア
ル
モ
ノ
ハ
省
略
シ
謄
抄
本
作
成
差
支
ナ
キ
旨
ノ
通
牒
ヲ
想
起
ス

ル
詩
ハ
前
述
ノ
題
言
ニ
ヨ
リ
提
案
ノ
通
り
取
扱
フ
ハ
百
利
ア
リ
テ
一
害
ナ
ク
反
テ
時
宜
一
一

通
シ
タ
ル
取
扱
ナ
ラ
ム
ト
患
料
シ
タ
ル
ニ
国
ル

決
議

(
略
)
意
見
ノ
通
リ

民
事
局
長
居
答
(
日
間
年
九
月
六
E
民
事
甲
第
一

O
七
一
号
)

第
四
三
六
詩
(
略
)
ハ
決
議
ヲ
相
当
ト
思
考
致
侯

〔
前
掲
『
司
法
省
一
誠
一
鞠
錨
先
例
大
系
』
一
一
一
一
一

1
一
一
一
一
一
一
頁
、
前
一
渇
『
親
族
一
相
続
戸
籍

一
一
環
ス
ル
誤
令
通
牒
録
』
弘
三
二

C
回
、
一
六
一
一
一
回

1
一
六
三
五
頁
〕

争
「
族
称
取
掻
に
麗
し
陳
情
」

士
族
平
民
等
の
族
称
を
各
種
の
文
書
例
へ
ば
戸
籍
謄
本
、
抄
本
、
身
分
証
明
書
、
震
壁

書
、
入
学
顕
書
、
宿
泊
人
届
出
書
等
に
記
載
す
る
噴
例
は
、
一
融
和
問
題
解
決
上
悪
い
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
各
万
一
留
に
於
て
詞
題
設
さ
れ
て
岩
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
別
項
の
如

く
青
年
協
議
大
会
で
、
之
の
使
用
方
に
関
し
当
局
に
陳
情
の
緊
急
動
議
が
提
出
可
決
さ
、
れ
、

其
の
実
行
は
中
央
一
融
和
事
業
協
会
に
一
任
さ
れ
た
の
で
本
会
で
は
直
ち
に
、
去
る
三
月
十
六

日
付
を
以
て
、
平
沼
会
長
名
を
以
て
従
来
諸
般
の
文
書
に
族
称
を
記
載
す
べ
き
事
に
な
っ
て

ゐ
る
の
は
、
単
な
る
因
襲
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
何
等
実
益
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、

…
融
和
定
進
上
に
支
障
砂
く
な
い
の
で
今
後
之
が
記
載
を
不
要
と
す
る
様
調
取
討
ひ
顕
ひ
重

き
旨
の
陳
清
書
を
、
内
閣
・
外
務
・
市
内
務
・
海
軍
・
陸
軍
・
大
蔵
・
文
部
・
農
林
・
商
工
・

逓
信
・
鉄
道
・
拓
務
・
可
法
・
宮
内
の
各
省
大
臣
及
企
画
院
総
裁
に
提
出
し
た
。

二
一
融
和
時
報
』
第
一
三
七
号
(
昭
和
一
三
年
西
丹
、
中
央
融
和
事
業
協
会
、

伴
章
・
渡
部
撤
に
よ
る
復
刻
瓶
、
三
一
書
房
)
〕

一
九
八
三
年
原
田



⑧
「
戸
籍
菌
よ
り

「
接
称
」
「
平
畏
」
の
字
清
え
る

司
法
証
の
英
語
1
」

従
来
特
定
の
文
章
一
日
に
族
称
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
こ
れ
は
単
な
る
因
襲
に

基
く
も
の
で
怠
っ
て
、
現
在
荷
等
実
益
h

ゆ
き
の
み
な
ら
ず
、
融
和
促
進
上
か
ら
見
て
も
支
障

の
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
戸
籍
謄
本
及
抄
本
其
他
身
分
」
証
明
書
、
履
歴
書
、
入
学
願

書
、
宿
泊
人
届
書
等
其
佳
に
於
て
、
か
L

る
不
用
文
字
の
記
入
を
す
る
こ
と
が
、
不
合
理
極

ま
る
封
建
的
階
級
思
相
む
を
助
長
せ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
具
体
的
に
迷
惑
を
受
け
つ
斗
あ
る

自
も
決
し
て
動
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
融
和
事
業
の
建
前
か
ら
見
て
決
し
て
見
遁
す
こ
と
の

出
来
な
い
こ
と
で
あ
る

右
に
関
し
て
は
、
量
に
本
年
三
月
冨
畏
融
和
週
間
第
一
旦
東
京
に
於
け
る
融
和
事
業
関
孫

五
面
連
絡
協
議
会
及
同
月
十
五
日
開
催
の
中
堅
一
青
年
研
究
協
議
会
等
に
於
て
も
発
議
さ
れ

た
事
も
あ
り
、
本
協
会
に
於
て
は
、
之
に
関
L
去
る
三
月
十
六
日
本
会
々
長
名
を
以
て
、
内

関
総
理
大
臣
位
外
務
、
内
務
、
大
義
、
陸
軍
、
海
軍
、
司
法
、
文
部
、
農
林
、
商
工
、
逓

信
、
鉄
道
、
拓
務
、
淳
生
各
省
大
臣
及
企
画
院
総
裁
に
陳
請
書
を
提
出
す
る
等
関
係
各
方
面

に
対
し
交
渉
し
つ
斗
あ
っ
た
と
こ
ろ
去
る
六
月
十
三
日
付
司
法
省
大
森
民
事
司
長
よ
り
地

方
裁
判
所
長
宛
に
、
左
一
記
内
容
の
一
戸
籍
用
用
紙
様
式
に
関
し
、
通
諜
を
発
せ
ら
れ
、
各
市
町
村

長
に
通
達
せ
ら
る
L

こ
と
に
な
っ
た
。

戸
籍
法
施
行
結
期
付
録
第
一
号
様
式
に
就
て
は
、
戸
籍
法
第
十
八
条
第
三
号
の
規
程
の
趣

旨
を
参
酌
し
、
霞
今
新
用
紙
を
調
製
す
る
に
当
り
て
は
一
族
称
」
な
る
丈
字
は
予
め
印
刷

せ
ざ
る
様
、
尚
「
平
民
」
の
記
載
は
、
之
を
為
さ
げ
A

る
事

肖
こ
れ
は
戸
籍
関
係
の
み
の
問
題
に
あ
ら
ず
と
し
て
、
特
に
各
省
次
官
会
議
の
席
上
岩
村

司
法
次
官
よ
り
趣
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
に
対
し
、
関
孫
各
省
共
賛
意
を
表
し
た
。

今
問
、
司
法
当
局
が
出
掛
か
る
挙
に
出
で
た
こ
と
は
、
画
期
的
英
断
と
い
ふ
べ
く
、
こ
れ
に

よ
り
国
民
一
般
に
テ
ふ
る
影
響
と
因
襲
轍
亮
同
氏
啓
蒙
の
効
果
甚
大
な
る
べ
き
は
ι

信
じ
て

疑
は
な
い
。

比
際
吾
等
は
、
こ
れ
を
以
て
け
え
れ
り
と
せ
ず
更
に
各
種
各
五
面
に
於
け
る
融
和
促
進
に
一

層
の
奮
起
を
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

〔
前
掲
「
一
融
和
時
報
』
第
一
問
。
号
(
昭
和
一
三
年
七
月
)
、

『
族
幹
』
『
平
氏
』
の
問
題
」

な
お
、

同
様
の

「
戸
籍
酉

二
年
七
月
)
に
あ
る

(
『
融
和
事
業
研
究
』
第
五
O
輯
、
昭
和
一

(
た
だ
し
八
二
行
自
の
発
議
が
、
こ
れ
で
は
論
議
と
な
っ
て
い
る
)
〕

⑦
「
族
称
取
掻
に
就
て

中
央
融
和
事
業
協
会
常
務
理
事
小
山
三
郎
」

我
が
中
堅
青
年
の
協
議
大
会
が
投
じ
た
一
石
は
予
想
以
外
の
波
紋
を
壮
問
一
般
に
及
ぼ

し
た
、
却
ち
族
称
欄
を
戸
籍
面
上
か
ら
敦
去
る
と
い
ふ
こ
と
辻
司
法
省
と
し
て
は
大
英
断
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
十
一
年
に
司
法
当
昂
の
探
い
理
解
が
あ
っ
た
為
め
遂
に
其
の
族

称
の
掛
慨
を
戸
籍
面
上
か
ら
敢
訴
か
れ
た
の
で
島
る
。
記
し
て
此
辻
去
文
を
以
て
各
地
方
裁
判

所
長
宛
通
牒
さ
れ
、
各
裁
判
所
長
は
北
の
通
牒
に
よ
っ
て
市
町
村
に
通
牒
し
て
市
町
村
投
場

に
備
付
け
の
戸
籍
面
か
ら
此
の
族
称
の
欄
を
取
除
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
但
し
将

来
新
に
印
刷
附
す
る
と
き
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
現
存
の
用
紙
は
前
同
様
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
)

比
の
こ
と
は
我
々
一
融
和
事
業
の
方
面
か
ら
い
へ
、
ば
徒
ら
に
地
区
の
人
達
に
無
用
の
刺
激

を
与
へ
て
毘
っ
た
、
同
ち
入
学
額
、
転
君
、
寄
曹
を
す
る
と
き
、
宿
崖
に
宿
泊
す
る
と
き
、

一
戸
籍
善
本
や
抄
本
を
寂
る
と
き
な
ど
忘
れ
ん
と
し
て
忘
れ
得
ざ
る
も
の
が
再
び
刺
さ
れ
る

や
う
な
気
分
で
あ
っ
た
も
の
が
消
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
此
点
苦
々
の
器
望
が
達
し

て
極
め
て
檎
快
で
あ
る
。

〉く

〉く

然
る
に
更
に
比
は
一
般
民
衆
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
又
非
営
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
を
感
ず
る
。
そ
れ
は
各
新
聞
に
於
て
報
導
さ
れ
又
論
議
さ
れ
て
居
る
処
を
以
て
し
て
も
察

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
即
ち
全
国
中
堅
人
物
の
研
究
協
議
会
に
於
て
投
じ
た
此
の
一

石
が
世
の
中
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
我
々
の
方
が
世
の
中
の
考
へ
を
一
歩
引
き
上

げ
た
と
い
ふ
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。

× 

〉ι

此
れ
と
同
様
に
我
々
は
吏
に
他
の
五
回
に
於
て
も
時
ち
非
常
時
局
の
第
一
線
に
於
て
も
、



又
銃
後
の
活
動
に
於
て
も
将
来
国
民
精
神
総
動
員
に
於
て
も
国
民
の
消
費
節
約
に
於
て
も

司
様
に
世
を
率
ゐ
て
進
む
と
い
ふ
意
気
と
努
力
を
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
と
詞
持
に
又
我
々
は
徒
に
付
和
雷
同
す
る
こ
と
な
く
、
無
実
在
の
行
動
を
慎
し
ま
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
も
一
不
さ
れ
従
っ
て
我
々
の
行
動
に
責
任
が
島
る
こ
と
を
教

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

パ
前
掲
『
融
和
時
報
』
第
一
回

O
号
(
昭
和
一
三
年
七
月
)
〕

⑧
「
昭
和
十
三
年
を
語
る

族
称
の
問
題

「
平
畏
」
消
え
る
」

r-.l F 

更
に
可
法
省
関
係
で
年
来
の
懸
案
が
解
消
し
た
事
項
に
就
て

族
称
需
題
で
す
か
、
あ
れ
は
此
の
春
の
中
堅
青
年
協
議
大
会
が
投
じ
た
一
石
が
予
悲
外

の
波
紋
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
従
来
宿
題
と
な
っ
て
居
た
族
称
欄
を
戸
籍
面
上
か
ら
取
去

る
と
い
ふ
の
で
、
司
法
省
が
取
っ
た
今
回
の
処
置
は
省
と
し
て
の
一
大
英
断
だ
っ
た
と
患

F
君

ど
う
ぞ

ひ
ま
す
。

C 

一
戸
護
法
掩
行
細
則
付
録
第
一
号
諜
式
に
就
て
は
、
一
戸
籍
法
第
十
八
条
第
三
号
の
規
定
の

趣
旨
を
参
酌
し
、
欝
今
新
用
紙
を
調
製
す
る
に
当
た
り
で
は
「
族
称
」
な
る
文
字
は
予
め

邦
崩
せ
ざ
る
様
、
尚
「
平
民
」
の
記
載
辻
、
之
を
為
さ
げ
ム
る
事

と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
尚
右
に
就
て
は
、
そ
れ
が
司
法
省
だ
け
の
需
題
で
な
い
の
で
、
特

に
各
省
次
官
会
議
の
席
上
岩
村
司
法
次
官
よ
り
趣
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
に
対
し
て
、
関
係

各
省
共
賛
意
を
表
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
そ
の
後
海
軍
省
、
文
部
省
な
ど
で
も
、
省
関
係

方
面
に
対
し
て
司
様
の
通
牒
を
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
の
詩
題
は
相
当
各
方
富
に
好
い
影
響
を
与
へ
た
と
患
ひ
ま
す
ね
。

そ
れ
は
確
か
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
一
般
に
融
和
問
題
の
認
識
を
証
明
に
し
た
こ
と
も
事

実
で
す
ね
。

S B 

こ
れ
を
喜
ん
だ
の
は
膏
に
融
和
事
業
関
係
者
丈
で
な
く
心
あ
る
人
は
皆
喜
ん
で
呉
れ

た
と
思
ひ
ま
す
。
当
時
の
新
聞
で
も
、
相
当
大
き
く
取
扱
ひ
ま
し
た
か
ら
ね
。

パ
前
掲
『
融
和
時
報
』
第
一
四
五
号
(
昭
和
二
二
年
一
一
月
)
〕

審
「
全
冨
目
標
和
事
業
協
議
会
・
協
議
事
項
」

(
昭
和
一
三
年
六
丹
一
西
宮
、
中
央
一
融
和
事
業
譲
会
主

催(
小
山
三
野
・
中
央
融
和
事
業
協
会
常
務
理
事
の
発
言
の
一
部
)

族
称
開
題
に
裁
て
は
司
法
省
通
牒
が
出
て
ゐ
な
い
か
ら
遠
慮
を
し
た
い
が
。
先
般
司
法
次
官

と
懇
談
問
題
は
民
事
局
に
托
さ
れ
て
居
り
民
事
局
長
か
ら
研
究
の
結
果
を
き
い
た
。

戸
籍
謄
本
の
問
題
、
そ
れ
に
は
左
記
明
記
と
し
て
、
左
記
に
は
族
称
の
事
な
ど
書
い
て
あ

る
、
戸
籍
法
の
改
正
は
不
可
詫
で
あ
る
が
、
平
民
法
書
か
な
く
て
も
よ
し
、
華
士
族
は
書
か

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
法
を
嘉
す
る
こ
と
辻
出
来
な
い
が
「
族
称
」
の
捕
を
取

っ
て
い
L

。
憲
兵
学
校
長
の
意
見
も
「
蔑
称
」
踏
慨
を
取
る
点
で
あ
る
様
で
忘
る
。

其
他
文
部
省
関
係
の
入
学
願
も
あ
り
、
そ
の
也
宿
帳
身
一
疋
証
明
等
関
係
が
多
々
あ
る
の
で
可

法
次
官
が
中
心
と
な
り
、
各
省
次
官
会
議
に
提
出
努
方
を
願
っ
て
居
る
。

但
し
、
こ
れ
は
未
だ
通
牒
は
出
て
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
比
の
点
予
め
御
求
知
願
ひ
た
し
。

パ
『
融
和
事
業
研
究
第
五
十
輯
』

- 64-

(
昭
和
二
二
年
、
中
央
融
和
事
業
協
会
、

一
九
七
三
年
蜜
刻
寝
)

一
一
三
三
貝
〕

⑮
「
空
白
に
な
る
族
称
標ま
づ
戸
籍

E
か
ら
抹
消
」

従
来
戸
籍
面
に
は
華
族
士
族
な
ど
族
称
記
載
の
構
に
わ
ざ
/
¥
H
族
称
H
な
る
文
字
を
印
刷

し
、
族
称
な
ら
ぬ
平
民
の
称
ま
で
記
載
さ
れ
て
妙
な
差
別
惑
が
一
部
の
も
の
に
不
快
を
与
へ

て
る
た
が
、
今
後
こ
の
H

族
称
H

の
印
刷
文
字
が

抹
請
さ
れ
る
こ
と
に
十
六
日
の
定
倒
的
次
官
会
議
で
決
っ
た

こ
れ
は
戸
籍
法
(
第
十
八
条
第
三
項
)
に
よ
っ
て
戸
籍
面
に
記
載
の
義
務
を
存
す
る
華
族

並
に
士
族
立
た
と
ひ
族
称
の
文
字
は
な
く
と
も
空
横
さ
へ
あ
れ
ば
当
黙
記
載
さ
れ
る
わ

け
で
旅
館
の
宿
帳
、
履
歴
書
そ
の
他
一
般
文
書
か
ら
H

族
称
μ

の
文
字
は
こ
れ
に
な
ら
っ

て
漸
次
抹
治
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ら
う



げ
族
称
υ

抹
消
問
題
ほ
か
ね
て
万
民
一
視
再
仁
の
趣
旨
に
よ
り
中
央
一
融
和
事
業
協
会

(
会
長
平
沼
鋲
一
時
男
)
か
ら
司
法
省
に
対
し
て
上
申
さ
れ
て
ゐ
た
一
族
称
取
扱
に
関
す
る

陳
情
幸
一
日
」
に
基
い
て
山
石
村
次
官
、
大
森
民
事
局
長
ら
が
慎
重
研
究
の
結
果
H

族
称
μ

の
文
字

抹
泊
は
現
行
戸
籍
法
に
照
し
差
支
へ
な
し
と
い
ふ
結
論
に
達
し
去
る
十
一
六
日
付
を
以
っ
て

全
国
各
地
方
裁
判
所
を
通
し
て
各
市
町
村
長
宛
に
通
達
を
発
し
一
方
次
官
会
議
に
こ
の
胃

報
告
し
舟
務
、
文
部
、
厚
生
各
次
吉
の
賛
同
を
得
た
も
の
で
あ
る

〔
昭
和
一
二
-
年
六
月
一
七
ヨ
『
読
売
新
聞
』
〕

の
。
「
戸
籍
面
か
ら
消
え
る
「
平
民
」

同
族
融
和
の
た
め
記
訟
お
慎
一
間
」

さ
き
に
戸
籍
面
に
戦
死
、
戦
傷
死
の
文
字
を
記
入
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
各
方
面
の
絶
賛
を

浴
び
た
司
法
省
で
は
、
今
度
戸
籍
欄
か
ら
「
族
称
平
員
」
の
文
字
を
抹
消
し
て
事
務
の
笥
捷

を
ほ
か
る
こ
と
に
決
定
、
十
三
日
付
で
全
国
各
裁
判
内
所
長
あ
て
通
謀
を
発
し
た
が
、
十
六
日

次
官
会
議
の
霜
ト
L

岩
村
司
法
次
官
か
ら
こ
の
旨
を
報
告
し
好
評
を
博
し
た

即
ち
従
来
戸
籍
の
氏
名
積
一
肩
書
に
族
弥
構
の
一
一
欄
が
あ
り
華
族
、
士
長
も
し
く
は
平
民
と

書
い
て
ゐ
た
が
、
今
度
族
称
横
か
ら
族
称
の
文
字
を
去
り
華
族
、
士
族
の
み
記
載
し
平
民

は
全
然
記
入
し
な
い
こ
と
に
取
扱
を
一
乏
し
た
も
の
で
あ
る

司
法
省
が
こ
の
取
扱
を
す
る
に
い
た
っ
た
原
因
は
去
る
三
月
十
六
日
中
夫
融
和
事
業
協
会

長
平
沼
男
か
ら
「
装
称
取
扱
に
関
す
る
諌
情
書
」
が
塩
野
法
相
あ
て
提
出
さ
れ
同
族
融
和
の

た
め
不
必
要
な
欄
を
敢
除
い
て
は
薪
何
と
の
主
旨
で
あ
っ
た
、
民
事
誌
で
法
文
研
究
の
結
果

従
来
の
取
扱
ば
単
に
大
正
二
一
年
改
正
法
邸
周
の
取
扱
を
そ
の
ま
L

踏
襲
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
を
前
払
慨
す
る
も
何
ら
差
支
へ
な
い
こ
と
が
暫
っ
た
の
で
直
に
取
扱
方
を
・
改
正
す
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
で
、
内
務
省
方
面
で
も
こ
の

E
旨
に
大
賛
成
で
早
速
ま
づ
宿
帳
か
ら
こ
れ

を
取
除
く
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る

岩
村
司
法
次
官
談

戸
籍
語
か
ら
子
氏
と
い
ふ
文
字
が
抹
殺
さ
れ
た
が
ヂ
民
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
、
華

族
と
か
士
族
と
か
は
こ
れ
ま
で
通
り
書
く
が
平
民
は
書
か
な
く
な
っ
た
だ
け
だ
、
何
も
主
日

い
て
い
な
い
も
の
は
平
氏
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
士
旋
も
査
一
日
く
必
要
が
な

い
で
は
な
い
か
と
い
ふ
議
論
も
あ
っ
た
が
こ
の
こ
と
は
先
年
横
田
法
相
時
代
に
も
一
変

大
議
論
が
行
辻
れ
、
祖
先
の
捨
一
範
の
勲
功
を
伝
へ
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
大
反
対
が

あ
っ
て
士
族
抹
殺
を
断
念
し
た
ほ
ど
で
、
こ
の
方
ば
法
文
に
明
記
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
法

律
を
改
正
し
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
に
詰
っ
て
ゐ
る
(
東
京
発
)

〔
昭
和
一
一
二
年
六
耳
一
七
ヨ
『
大
阪
毎
日
新
開
」
一
、
な
お
『
鯨
欄
昭
和
編
年
史

(
平
成
-
二
年
、
新
聞
資
料
出
版
)
八
二
二

1
八
-
二
三
頁
参
照
〕

十
二
工
牛

宣
抜
E
』

⑫
「
何
故
?

の
族
称
が

溝
え
て
士
族
、
華
族
が
残
る
」

司
法
省
で
は
今
後
司
省
扱
ひ
の
戸
籍
簿
に
平
民
と
い
ふ
族
称
を
記
載
せ
ぬ
こ
と
に
な
っ
た

こ
れ
に
は
市
内
務
省
も
大
賛
成
で
早
速
読
鎮
の
宕
棋
に
こ
れ
を
通
用
し
よ
う
と
い
ふ
、
子
誌
は

記
載
せ
均
が
、
華
族
、
士
族
は
記
載
す
る
、
何
だ
か
妙
な
気
持
だ

H

平
民
H

そ
の
効
果
に
就
て
法
学
博
士
竹
田
省
氏
の
惑
悲
を
叩
，
い
て
見
る

-・・

0
・・・・・・

別
に
平
民
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
結
局
何
も
書
い
て
な
い
も
の
は
平
民
だ
と
い
ふ

の
だ
か
ら
だ
ま
さ
れ
て
ゐ
る
よ
う
な
気
も
す
る
、
し
か
し
数
に
お
い
て
最
も
多
い
乎
民
の
二

字
を
一
々
書
き
込
ま
ず
に
す
む
と
な
る
と
戸
籍
採
は
助
か
る
ね

も
と
/
¥
宿
帳
に
ほ
族
幹
舗
が
あ
っ
て
も
書
か
な
い
の
が
一
穀
の
風
習
の
よ
う
だ
し
、
う
っ

か
り
華
挟
な
ん
か
と
書
か
う
も
の
な
ら
チ
ッ
プ
を
ウ
ン
と
は
ず
ま
な
き
ゃ
な
ら
な
く
な
る

現
在
、
社
会
的
に
己
何
わ
意
味
も
な
い
士
族
を
残
す
の
も
を
か
し
い
が
法
文
に
明
記
し
て
あ

る
の
で
改
正
し
な
げ
れ
ば
抹
殺
は
出
来
な
い

主
も
法
律
は
一
定
不
変
で
は
な
い
の
だ
か
ら
今
後
改
正
し
て
士
族
も
帳
泊
し
す
る
こ
と
は

出
来
る
わ
け
だ
、
い
ち
ば
ん
の
皮
肉
ほ
故
原
敬
氏
の
よ
う
に
平
氏
を
ほ
こ
り
と
す
る
人
が
あ

っ
て
克
せ
び
ら
か
し
に
書
き
た
く
て
も
今
後
は
書
げ
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

〔
昭
和
一
三
年
六
月
一
八
ヨ
『
大
阪
毎
日
新
開
』
〕



命
「
全
録

H

士
族
H

も
消
せ
」

京

都

原

隆

戸
籍
面
の
族
称
を
「
士
族
」
を
従
来
通
り
残
し
て
「
平
民
」
だ
け
を
消
す
、
そ
れ
で
は
少
々

事
務
簡
捷
に
な
ら
う
が
何
ら
司
族
融
和
に
は
な
ら
な
い
。
よ
ろ
し
く
土
族
も
一
緒
に
抹
消
す

べ
き
で
あ
る
。
担
先
の
槍
一
読
の
勲
功
を
伝
へ
る
唯
一
の
も
の
だ
か
ら
大
反
対
が
あ
っ
た
と

の
話
だ
が
こ
の
槍
一
読
の
勲
功
辻
向
に
対
す
る
勲
功
だ
ら
う
。
封
建
時
代
の
撞
一
筋
の
勲
功

を
今
時
土
族
主
る
尊
称
に
残
し
て
お
い
て
日
清
、
日
露
、
溝
州
事
変
、
支
部
事
変
の
勇
士
の

勲
功
に
担
何
な
る
族
称
を
も
っ
て
敬
意
を
表
す
る
の
で
あ
る
か
、
士
族
に
で
も
し
よ
う
と
い

ふ
の
か
。
華
族
は
国
家
に
勲
功
あ
っ
て
今
も
現
に
賜
は
る
の
で
あ
る
が
、
一
体
今
日
如
何
な

る
功
績
に
よ
っ
て
土
族
に
な
り
得
る
ん
だ
。
同
族
一
融
和
の
主
旨
を
も
っ
と
徹
底
す
べ
し
。

。

士
族
連
の
い
は
ゆ
る
「
祖
先
の
輪
一
読
の
勲
功
」
と
や
ら
も
実
は
そ
の
昔
お
そ
れ
多
く
も
天

下
の
政
権
を
墾
断
し
て
ゐ
た
将
軍
や
そ
の
下
に
盤
観
た
り
し
大
名
等
へ
の
そ
れ
が
殆
ど
で

あ
る
(
尤
も
水
戸
光
窟
公
の
起
き
少
数
の
例
外
は
あ
っ
た
が
)
か
よ
う
な
き
む
ら
ひ
諸
君
が
親
譲

り
の
権
力
階
級
に
生
れ
合
は
せ
て
ゐ
た
と
い
ふ
ま
で
で
あ
る
、
そ
の
子
孫
が
也
の
階
級
と
今

日
な
ほ
差
別
を
受
け
恰
も
特
権
の
如
く
心
得
る
の
は
何
ら
理
由
が
な
い
。

(
愛
媛

石
川
導

市

祖
先
に
申
訳
な
し

土
装
と
し
ザ
二
言
す
。
わ
れ
/
¥
の
土
装
を
未
来
永
劫
抹
治
せ
ん
か
、
我
々
は
何
の
面
白
あ

っ
て
か
祖
先
に
晃
え
ん
や
と
い
ひ
た
い
。
加
に
こ
れ
が
あ
る
故
に
社
会
に
害
を
お
よ
、
ぼ
す
と

い
ふ
性
震
の
も
の
で
も
な
く
、
寧
ろ
こ
れ
を
抹
消
し
た
た
め
に
わ
れ
等
の
自
覚
を
少
し
で
も

減
少
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
遺
憾
で
あ
る
。
(
兵
庫
、
武
士
の
孫
)

〔
昭
和
一
三
年
六
月
一
一
一
一
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
〕

士
族
抹
消
是
非

わ
れ
等
の
湿
先
の
冨
家
的
勲
功
は
「
槍
一
読
の
勲
功
」
な
ど
と
片
付
け
ら
れ
る

⑭
 

抹
消
反
対

べ
き
も
の
で
な
い
、
武
士
階
級
が
い
か
に
尽
忠
報
国
の
誠
を
致
し
た
か
は
日
本
埜
史
を
見

よ
。
(
大
医
、
村
田
重
幸
)
マ
士
族
勲
功
の
ゆ
え
ん
は
藩
版
奉
還
で
あ
る
明
治
大
帝
は
こ
れ
を

嘉
せ
ら
れ
武
士
を
士
族
と
な
し
給
ふ
。
平
民
抹
指
と
称
せ
ら
る
る
筋
に
あ
ら
ず
。
(
金
沢
、
覆

面
武
士
)
マ
明
治
維
新
に
際
し
多
く
の
武
士
は
勲
章
も
恩
給
も
貰
っ
て
ゐ
な
い
、
土
族
ぐ
ら

ゐ
存
し
て
お
い
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。

(秋田、

一
平
民
)
マ
平
民
と
し
て
士
族
を
出
せ
と

は
羨
望
め
い
て
酉
由
く
な
い

(
大
阪
、
排
諒
義
達
)
マ
士
族
も
華
族
も
大
部
分
封
建
時
代
の

名
残
り
に
違
ひ
な
い
、
嘉
す
る
な
ら
再
者
と
も
に
す
べ
き
だ
、
士
装
措
級
唯
一
の
構
神
的
誇

負
を
失
は
し
め
て
ま
で
こ
れ
を
廃
す
る
も
地
に
益
主
い
。
(
広
島
、
吉
田
琴
雨
)

抹
治
賛
成
兵
塵
の
武
士
の
孫
氏
お
い
ふ
こ
と
は
理
吉
辻
甚
だ
薄
弱
、
教
垣
退
助
佑
は
華
族

一
代
論
を
主
張
し
た
。
華
族
然
り
、
況
ん
や
意
味
な
き
士
族
の
存
置
を
や
、
亘
に
抹
消
す
べ

し
。
(
今
治
、
長
時
豊
明
)
マ
土
族
抹
治
論
は
確
匡
た
る
論
説
で
あ
る
が
存
置
論
は
祖
先
の
勲

功
を
抽
象
的
に
疾
呼
す
る
の
み
で
何
等
根
拠
が
な
い
、
な
ぜ
平
民
が
い
や
だ
、
そ
の
考
へ
方

が
時
代
錯
誤
だ
。
(
大
薮
、
弁
関
三
党
)
マ
槍
一
筋
と
い
っ
て
も
野
武
士
あ
り
、
天
朝
に
薮
逆

し
た
も
の
あ
り
、
そ
れ
が
皆
士
族
は
を
か
し
い
、
あ
る
士
族
は
年
に
数
回
祭
を
し
て
H

下
に

/
¥
H
と
い
っ
て
家
中
で
行
列
の
真
訟
を
し
て
ゐ
る
、
菌
っ
た
も
の
だ
。
(
大
薮
、
小
森
栄

治
)
マ
兵
産
の
武
士
の
孫
よ
H

士
族
を
抹
消
す
れ
ば
自
覚
を
減
少
す
る
H

と
は
情
け
な
い
士

族
ゃ
な
。
(
京
都
、
平
民
武
士
)
マ
土
族
を
残
し
て
待
族
一
融
和
は
を
か
し
い
、
可
法
省
の
考
へ

が
わ
か
ら
ぬ
士
族
階
級
の
反
対
で
こ
ん
な
ぬ
え
的
な
事
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
(
京
都
、
東
郷

生
)
マ
我
国
は
神
、
君
、
民
何
れ
も
神
聖
な
る
構
成
要
素
で
あ
る
、
各
要
素
内
に
お
い
て
差

別
は
断
じ
て
皇
国
精
神
異
端
で
あ
る
、
か
か
る
精
神
よ
り
士
族
、
平
民
を
抹
消
し
て
一
律
に

日
本
豆
民
で
よ
い
。
(
山
口
、
島
田
為
三
部
)
日
士
族
抹
謂
是
非
は
こ
れ
で
打
切
り
ま
す

〔
昭
和
一
三
年
六
月
二
六
日
『
大
薮
毎
日
新
開
』
〕
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(
平
成
五
年
九
月
一
一
一
一
日
穣
)


